
25年度施政方針
Q市長が目指す、｢飛躍を遂げた川崎の
未来のかたち」とは。
A成長産業の育成や都市拠点の整備な
ど、市の新たな飛躍に向けた取り組みが
全市に波及し、革新的な医薬品・医療機
器の研究・開発などで、健康長寿社会の
実現を目指すライフイノベーション、環
境・エネルギー技術を活用したグリーン
イノベーション、高齢化社会に対応した
ウェルフェアイノベーションの推進で成
長産業が発展し、産業都市として国際社
会で確固たる地位を占め、安全で安心し
て暮らせる活力と潤いのあるまちづくり
を全市民が実感できる都市が市の未来の
かたちと考える。

朝鮮学校への補助金の支出
Q補助金を支出している理由と内訳は。
また25年度の支出に対する考え方は。
A朝鮮学校に学ぶ児童などの健全な育成

を図るために補助金を交付している。整
備等補助金を昭和55年からの33年間で約
8700万円、児童等保護者補助金を元年から
24年間で約2億4200万円、研修費補助金
を10年から15年間で約600万円交付して
いる。25年度の補助金は、社会情勢など
も考慮しつつ、慎重に対応したい。

児童虐待防止対策
Q (仮称)こども心理ケアセンター整備基
本計画案が出されたが、機能は。
A要保護児童の中でも、虐待などで心に
傷を負った子どもが、その傷を癒やし、
本来持っている力を育むため、医師や心
理療法担当職員の専門的、治療的支援を
行う｢医療・心理支援｣機能と、施設内学級
で、子どもに合った教育を実施する｢教育
支援｣機能を想定している。これらの機能
を活用し、生活全体を通じて心の安定を
取り戻せるよう支援していく。

（仮称）ものづくりナノ医療
イノベーションセンター
Q臨海部の予定地に隣接する施設との連
携の効果や他の経済波及効果の見込みは。
A (公財)実験動物中央研究所、LiSE
（★1）、国立医薬品食品衛生研究所に続
き、当センターの立地で、国際戦略拠点
の形成に拍車がかかり、周辺地域や、わ

が国経済の持続的な発展が促進されると
考える。また、市では既に新川崎・創造
のもりでナノマイクロ技術の研究を通し
た中小企業などとの連携が図られつつあ
り、当センターのナノ医療イノベーショ
ンと市内企業との連携が期待される。

かわさきファズ（株）の経営
Q市からの有利子貸付金37億円の元本
返済の据え置き期間を15年間延長するこ
とになったとのことだが、理由は。
A同社の経営状況は20年までは計画を上
回っていたが、リーマンショック以降に賃
料減少やテナントの退去などで、資金計画
の継続が困難となった。そのため金融機関
などで新たな協力体制が必要となり、金利
低減の継続など完済年次を39年まで契約
変更したことに伴い、市の貸付金の返済を
15年間据え置き、40年度から３年間で徴
収することとした。同社は今後も東扇島地
区での中核施設として重要な役割を担うた
め、経営の一層の安定化に向け的確な経営
指導を行っていく。

生田浄水場用地の有効活用
Q基本計画がまとまったが施設の整備や
事業手法、今後のスケジュールは。

A浄水場用地を親水広場、多目的広場な
どに整備し、駐車場などを確保する。ま

た一時避難場所・活動拠点として最低限
必要な電力や応急給水拠点を整備する。
配水池用地は上部に大規模太陽光発電設
備を導入し、新たな散策路を整備する。
事業手法は、地方公営企業としての収益
性の確保を基本とし、民間のノウハウや
資金などを活用していく。今後は、26年
度に整備計画を策定し、27年度に事業者
を募集・決定、既存構築物を撤去し、29
年度から整備に着手する。

高速鉄道事業会計の閉鎖
Q約20年間の官民一体の促進運動があっ
たが、会計閉鎖により夢はしぼんでしま
った。市民への説明責任があるのでは。
A中長期に着手を目指す事業として位置
付け、会計は閉鎖するが事業推進の重要
性や必要性は変わらない。市総合都市交
通計画案の意見募集の際に3回の市民説
明会で説明してきた。今後も、事業の推
進にあたりさまざまな機会に説明したい。

市長の調査などの対象となる
出資法人を定める条例
Q条例の制定で出資比率50％以上の19法
人に加え、25％以上の7法人が対象とな
るが、出資法人のあり方について見解は。
A地方自治法の規定により、毎年、対象
法人の事業計画などを議会に報告するこ
とで経営状況に関する情報の透明性がさ
らに高まるものと考える。今後は、民間
事業者の充実による公共サービスの新た
な提供主体の出現など、出資法人を取り
巻く環境の変化を踏まえ、法人のあり方
などを検証し、統廃合や自立的な経営に
向けた取り組みを着実に進めていきたい。

このほか、生田緑地、保育施策、放射能汚
染対策などについて質問がありました。

25年度予算案
Q市債の発行を抑え、歳出の削減を視野
に入れた予算編成をすべきだが、減債基
金（★2）からの借り入れが60億円とな
っている理由は。
A市を取り巻く社会経済環境は急速に変
化している。保育園待機児童の解消、災
害に強いまちづくりへの対応など必要な
市民サービスを着実に提供していくた
め、やむを得ず減債基金からの新規借り
入れを計上し、対応
を図っている。

国際戦略総合特区
Q国の緊急経済対策の補助制度に申請し
た(仮称)ものづくりナノ医療イノベーシ
ョンセンター事業の指定の可能性は。
A東京大学や企業、研究機関、県、（公財）
川崎市産業振興財団と市で申請を行った。
ナノ技術などを活用した工学と医学の融
合で難治性疾患などの診断、治療の実現
を図り、わが国の医療イノベーションを

加速する事業と考えている。国際戦略総
合特区構想に掲げる医工連携の推進にも
合致し、国の成長戦略にも整合するため、
高い評価をいただけると考えている。

幹線道路の路面下の空洞化調査
Q道路の空洞化調査を実施し、安全対策
に取り組むとのことだが、具体的な実施
時期や取り組み内容は。
A25年9月に調査着手し、27年度までに
54路線、総延長約209㎞の調査を実施す
る。レーダー探査車で路面下の調査を行
い、空洞が疑われる箇所はファイバース
コープで詳細な調査を行う。空洞箇所が
発見された場合には、空洞の形状や交通
量などを勘案した上で、必要な補修工事
を行っていく。

総合都市交通計画(案)
Q将来を見据えた総合的・戦略的な計画
案の基本的な考え方は。
A誰もが利用しやすいこと、安全・安心
かつ円滑であること、持続可能であるこ
とを理念に掲げ、将来目指すべき都市交
通の姿とその実現に向けた取り組みを定
めた。今後は市民、交通事業者、国や周
辺自治体などと協力をしつつ、鉄道や道
路といった都市の骨格を形成する交通
ネットワークから市民に身近な地域交通
まで、よりよい交通環境の形成に向けた
各種の取り組みを着実に推進していく。

多様な保育の充実 
Q保育利用希望者からは、子育て家庭の
多様なニーズへのきめ細やかな対応が求
められている。保育の専門相談員の配置
に向けた25年度の取り組み予定は。
A25年度から個別的な支援を必要とする
家庭への子育てに関する助言や、専門性
の高い相談を担当する保育士の職員を｢子

育てサポーター｣として区役所と支所に配
置する。子育てサポーターが認可保育所
や認可外保育施設などの情報を子育て家
庭に提供するとともに、必要に応じて出
張による保育相談を実施するなど、個々
の状況に対応することにより、きめ細や
かに子育て支援を推進していく。

障害者施策の充実
Q重度精神障害者の医療費助成が25年10
月から始まる見込みだが、身体障害者・
知的障害者と比べ不十分である。改善を
図るべきだが、今後の見解と取り組みは。
A今回の重度障害者医療費助成制度の改
正は、精神障害者保健福祉手帳1級所持
者の入院医療費を除く医療費を助成する
ものである。精神疾患による入院には、
｢精神障害者入院医療援護金交付事業｣で
給付を行っているが、今後、改正による
実績を分析するとともに、県の動向や他
都市の状況を注視しつつ、制度の安定
性・継続性の確保に努めていく。

救急医療体制の充実強化
Q重症患者への対応として24年8月に日
本医科大学武蔵小杉病院で導入したドク
ターカー（★3）は試験運用から半年が経
過したが、本格運用に向けた取り組みは。
A約半年間の試験運用中の42件の事例
では、医師の処置で心肺停止から蘇生す
るなど7割以上で容体が改善し、救命効
果は非常に高いと考える。今後、新たに
脳疾患が疑われる頭痛もドクターカー要
請基準に加えるなどシステムの充実を図
り、25年3月から本格運用を始めていく。

このほか、地方公務員退職金制度、特定
建築物耐震化、高齢者施策、中小企業対
策、新エネルギー、川崎国際環境技術展
などについて質問がありました。

2月27、28日の本会議では、市長から提出された議案や市政の
重要な事項について代表質問を行いました。
その主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

★1 ＬiＳＥ
殿町国際戦略拠点キングスカイフロン
トで拠点形成を先導する中核施設で
す。川崎生命科学・環境研究センター
Li fe  Sc ience & Env i ronment 
Research Center の略です。

★2 減債基金
市債（借金）を計画的に返済するため
の資金を積み立てる基金のことです。

★3 ドクターカー
同乗した医師や看護師などが救急現
場で医療行為を行えるよう、医療機
器を搭載した車です。

★4 発動発電機
避難所で使う投光機などの電源とし
て使用するエンジン(発動機)により発
電する機械のことです。

★5 ガントリークレーン
港湾の岸壁に設置され、レール上を
移動し、コンテナなどの貨物の積み
降ろしを行う大型クレーンのことで
す。

次の定例会は6月3日(月)から開か
れる予定です。詳細は5月下旬に
ホームページに掲載します。
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